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市原ロータリークラブ会報 
 

第 2249 回例会 2010 年 2 月 10 日（水）  SAA/鶴岡会員 会報担当/平野会員 
  例会場五井グランドホテル 市原市五井 5584-1     事務局 0438-38-3535 

★点鐘 市原 RC 会長 千葉精春  ★ソング 我等の生業 

★お客様 国際奉仕委員会 (ＷＥＳ関連)委員長 張ケ谷 昇様 (流山中央 RC) 

米山奨学生 イン セイリン様 

★ 会長挨拶 市原 RC 会長 千葉精春  

皆様 こんにちは。 

先週２月３日（水）は当クラブ ホストによりますＩＭでした。 

ホストクラブとして、皆様方には当日、様々なお手伝いをしていただきました。 

ありがとうございます。 

また、参加各クラブロータリアンに対して、ホストクラブとしてすばらしい 

Hospitality を提供できたものと思っております。 

これも会員の皆様のお陰です。感謝申し上げます。 

今年度のＩＭ開催に向けては、本来でしたらクラブ内に特別委員会なるものを設けて、主催者であるガバナー補佐の指

示・ご指導のもと 準備を進めていくのが筋道なのでしょうが・・・、今回は年度始まってかなり早い段階にて大木ＡＧから

の要請・指示のもと準備を進めました。そして、年々、ＩＭへの参加者の著しい減少について、その理由を知るためにＩＭに

ついての昨年までの感想・意見等を、クラブ内・外の多くのロータリアンに聞いてみました。すると、一様に皆様同じような

答えが返ってきました。また、それは私自身が感じていた思いと同様でした。 

IM につきましては、1995 年版手続要覧までは、分区代理が IM を開催するという表現がありましたが、1997 年からのＤＬＰ

採用により、1998 年版手続要覧から、都市連合と分区代理の文字が消えたことを受け、ＩＭに関する記載は 

手続要覧からは抹消され現在にいたっております。 

それ故、現在では従前のフォーラムにこだわる必要はなく、自由であるとの見解が。 

それを踏まえて、大木ＡＧにご支持を仰ぎ、フォーラムでなくセミナー形式にしようとの結論に至りました。 

そしてセミナーの講師としてはＡＧに一任されましたが、田中 毅さんしか選択肢は私にはありませんでしたので、私の一

存で 泉水幹事の全面的な協力を頂きながら、ＩＭ当日に向けてのシナリオがほぼできていたので、事前相談しませんで

した。お許し下さい。あとは、皆様方の当日を踏まえてのご感想・ご判断を頂くばかりです。 

 

さて、本日は、地区ＷＣＳ小委員会の 張ヶ谷 昇 委員長さんにお越しいただきました。「ＷＣＳ活動状況」について卓話

をいただきます。ＷＣＳについては地区内ロータリアンの皆様に中々認識が薄いとの思いにて、地区として積極的にその

伝授のため努力されております。当地区のＷＣＳ活動は確か今年で 24 

年目になるかと思います。津留会長・西村幹事年度に確か地区ＷＣＳ委員会の時の野村委員長さんが卓話にお越しいた

だいた時、21 年目言われてましたので・・・。 

皆様、当地区ＷＣＳといいますと、フィリピンと思われるのではないでしょうか。 

当地区でも、新たにベトナムへのＷＣＳ活動を始めました。 

RI はベトナムにロータリークラブの門戸の拡大をめざしてきましたが、ちょうど 3～４年前でしたか、ベトナムにクラブが認

証されました。そしてＲＩは、世界中のロータリアン・クラブ・地区にベトナムでの奉仕プロジェクトを実施するよう現地のニー

ズを沿えて要請しました。当地区においてもベトナムへの WCS 活動を昨年より始めるようになりました。どうか WCS 活動

についてご理解をお願いします。 

★ 誕生祝い： 始関会員、津留会員、伊藤会員、三宅会員、上野会員、増田会員 

★ 結婚祝い： 加藤(利)会員、檜垣会員、福原会員、上野会員、蔵内会員 



★卓話  開発発展途上国ベトナム支援 張ヶ谷昇（はりがやのぼる） 

 

出身 流山市   職業 元 公務員  

現在 空手道場経営 

   国内１４ヶ所 海外 エジプト、コスタリカ、ベトナム 

千葉県空手道連盟 元国体空手道競技監督 

趣味 スキュウバーダイビング、ゴルフ、マラソン（ホノルルマラソン１年おきに参加） 

今年の東京マラソンは抽選漏れでエントリー出来ませんでした。 

２００９年～２０１０年度ロータリー・クラブ役職 

流山中央ロータリークラブ会長エレクト 

ＲＩ ２７９０地区奉仕プロジェクト委員会ＷＣＳ小委員会、委員長 

ＷＣＳ活動状況  支援視察日 2009 年 5 月 21 日 

午前 8:30 ベトナム支援視察団増田カウンセラー含めて 11 名が成田空港に全員集合しました。アメリカ同時テロ以来こん

なに閑散とした成田空港を見たのは久しぶりでした。やはり、新型インフルエンザの影響でしょう。前日ついに東京にも発

症したで、マスクが売り切れ状態になっているとの報道がありましたが、成田空港では半数以上の人たちがマスクをして

いませんでした。 

今回は、11 名の支援視察団としてベトナム向かいますが、ベトナムでは新型インフルエンザが発症していないため、団員

のさんにはベトナムハノイ「ノンバイ空港」に到着したらマスクを外すように指示をしました。日本人に対しての警戒感を解

くためです。 

 

出国搭乗手続後、朝食会場で「結団式」を行ない、一路ハノイへ向かいました。 

ベトナムは永い間、中国やフランスに支配されてきたので建物、食事情、教育等に影響を受けています。 

 

ベトナム：正式名称「ベトナム社会主義共和国」 

首 都：「ハノイ」  

人 口：「8,700 万人」 

面 積：「33 万 K ㎡」 日本から九州を除いたくらいの面積です。 

通 貨：「ドン」 10,000 ドン → 約 60 円 １US ドル  → 約 16,000 ドン 

言 語：「ベトナム語」 

宗 教：「仏教」 70～80％カトリック、カオダイ教 

時 差：「マイナス２時間」 

教 育：「５，４，３，４年制」 

徴兵制度：「高校卒業後２年間 大学生は免除」アメリカ、中国に勝った最強軍隊と誇ってます」 

世界遺産：「ハロン湾など」 

気 候： ハノイは亜熱帯で四季があり、ホーチミンは熱帯、雨季 5 月～10 月、乾季 11 月～4 月。 

雨季には毎日スコールが来ます。日本では体験できないような雨量で道路が川のようになります。 

 

交 通： バイク、シクロ（観光用）バス、地下鉄はありません。 

バイクの数は、ホーチミンの人口 800 万人対して 400 万台もあるそうです。実に２人に一台の数です。 

ラッシュ時には、日本では想像もつかないほどのバイクの数です。  

 

感心するのは交通事故が無いことです。 

食事情：  主食は米。メコンデルタ地帯は年３回収穫できます、果物は豊富です。特にドリアン、マンゴーなどです。 

代表的な食べ物は、米で作ったフォーという日本のうどんに似たものや生春巻きなどです。 

 



№2 

5 月 22 日 支援贈呈式 

am7：30 昨年に続いてハノイに支援をしていただいたということで、ハノイ人民委員会計画局長が出発前のホテルに 

お礼の挨拶にきてくれました。 

 

am 8：00 ハノイ郊外の「ホップチェン小学校」に向かい、途中、刈り入れ時のために路上に稲が大量に置いてあるので、時々 

バスが止まってしまいました。２時間半後の am10：30 にようやく現地に到着し、全校生徒が歓迎の出迎えをしてくれました。 

  

式典には学校長はじめハノイ計画副局長や人民委員会代表などが出席してくれました。小学生たちの歓迎披露に続き、ハノイ

教育局の歓迎の挨拶があり、2790 地区 RC 代表の挨拶、学校側のお礼の挨拶、記念品贈呈があり、式典終了後に寄贈した 

教材や防水壁を視察して学校を後にしました。 

  



am4 ：00フライトの国内線で一路ホーチミンに向かい、１時間20分で「ホーチミンサイゴン国際空港」に到着しました。ホーチミン 

は雨期に入っているためにスコールが有り、空港で立ち往生しました。日本では想像もつかないような雨の量です。それでもベ

トナム人はバイクで移動します。日本製は故障しませんが中国製の安いバイクは川になった道路で立ち往生しています。スコー

ルは約１時間続き、小雨になったので移動を開始しました。事前に約束をしていたベトナム進出企業の「フタバベトナム」の秋葉

氏が「現在のベトナム状勢」を卓話として約１時間お話をしてくださり、質疑応答をしていただきました。 

終了後、宿舎に向かいそれぞれ旅の疲れをとり休息しました。  

翌日 23 日 am10：00 にホテルを出発しました。 

12：00 一昨年支援したホーチミン郊外の「バームバンコイ小学校」に視察に行き、１年ぶりの再会を喜び、親交交流を深めて 

再会を約束して約１時間の滞在で視察を終了しました。 

  

宿舎に戻った後、「来年度支援プロジェクト」の説明のために現地ホーチミン日本留学奨学生出身者と面会しました。 

約１時間の話し合いで概ねの趣旨を了承してプロジェクト会議を終了しました。これで、すべての公式行事を終了しました。 

  

24 日にカンボジアに向かう３名の大網ＲＣ視察団員たちとベトナムの市内見学等をして、深夜フライトのために、夕食後空港に

向って予定通りに出発しました。 

25 日の早朝、カンボジア視察を除いた８名が無事に成田空港に到着し、解団式を行なった後に解散しました。 

ＲＩ ２７９０地区奉仕プロジェクト委員会ＷＣＳ小委員会、委員長張ヶ谷昇。  

★ニコニコ・Ｓｏｒｒｙボックス 

千葉会長・泉水幹事 

張ケ谷様 卓話ありがとうございました。 

白鳥会員 

張ケ谷さん 卓話をして下さりありがとうございます。 

山本会員 

張ケ谷様 本日はお忙しい中、貴重なお話をありがとうございました。 

川島会員 

愚息が 36 歳遅ればせ乍 結婚を致しました、相方も 36 歳同級生とか！今後とも親子共々よろしく。 

蔵内会員 

孫娘が中学受験に合格しました(桜蔭)おばあちゃんはとてもうれしいので、ニコニコさせていただきます。 

★出席報告 前々回 77.7％ 本日出席 32 名  欠席 13 名 本日出席率 71.1％ 
 


